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尿路感染症に対す るAB-206の 臨床的検討
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AB-206は 住友化学工業 株式会 社において 合成 された

新経 口化学療法剤で,従 来 のNalidixicacid,Piromidic

acidに 比べて,グ ラム陰性桿菌,一 部 の グ ラム陽性球

菌,嫌 気性菌な どにす ぐれた抗菌 力を有している。

今 回,わ れわれは本剤の提 供を受 け,尿 路 感染症 に使

用す る機会を得て,臨 床効果を検討したので報告す る。

1.対 象 と 方 法

1977年9月 か ら12月 までに東京大学医学部泌尿器科

お よびその関連病院泌尿器科 に受診 した尿路感染症患者

を対象 とした。対 象症例は108例 であ り,そ の内訳 は急

性単純性膀胱炎60例,慢 性複雑 性尿路感染症48例 であ

った。

1)急 性単純性膀胱炎

投与前 の生菌数が104cells/ml未 満であった1例 を除

外 し,59例 につい て臨床的効果を検討した。

女子54例,男 子5例 で,年 齢分布は17歳 か ら77歳

で,平 均41.7歳 であった0投 与方法 としては1日 量1g

が53例,1.5gが4例,2gが2例 で,投 与 日数 は3日

間が36例,4日 間が4例,5日 間が19例 であった0

総合臨床効果判定 はUTI研 究会 の薬効評価基準1)に従

って行な った。膿 尿,細 菌尿,排 尿痛の推移を もって著

効(Excellent),有 効(Good),無 効(Poor)の3段 階に

判定 した。

2)慢 性複雑性尿路感染 症

投与前 の尿沈渣で白血球が視野(400×)で10個 末満

の1例 お よび副作用のため投与を中止 した2例 を除 き,
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45例 について臨床的効果 の検討 を行な った。その内訳は

慢性複雑性膀胱炎36例,慢 性複雑性腎孟腎炎9例 であ

った。

男子34例,女 子11例 で,年 齢分布 は21歳 か ら84歳

で,平 均64.5歳 であった。投与方法 としては,1日 量

19が4例,1.59が7例,29が34例 で,投 与 日数 は

4日 間が1例,5日 間が17例,7日 間が18例,14日

間が9例 であった。

総合臨床効果判定はUTI研 究会の 薬効評価基準1)に

従 い,膿 尿,細 菌尿の推移 で判定 した。

3)副 作用

副作用 の検討は急性単純性膀胱炎60例,慢 性複雑性

尿路感染症48例,計108例 につ いて行 なった。投与開

始か ら終 了までの自覚的副作用 の有無 を観察 し,血 液検

査の可能 であった症例については,血 液一般,肝 機能,

腎機能について検討 した。

II.成 績

1)急 性単純 性膀胱炎

膿尿,細 菌尿,自 覚 症状 として排尿痛の3項 目を指標

とし,総 合臨床効果をま とめたのがTable1で あ る。59

例 中i著効は39例(66.1%),有 効は10例(16.9%),無

効は10例(16.9%)で,有 効率 は83.1%で あ った。膿

尿の正常化 は71.2%,改 善は8.5%,不 変は20.3%,

細菌 尿の陰性化は79.7%,減 少は3.4%,不 変は16.9

%,排 尿痛 に関 しては消失が81.4%,軽 快が11.9%,

不 変が6.8%で あ り,膿 尿に対す る効果が,他 の2者 に

比ぺて,や や低か った。

2)慢 性複雑性尿路感染症

慢性複雑性膀胱炎36例,慢 性複雑性腎孟腎炎の9例

の臨床成績をTable2に 示す。 またUTI研 究会 の分類1)

に従い,疾 患病態群別 に分け る と,単 独感染群が37例,

混合感染群が8例 で,単 独感染群が82.2%を 占めた。

単独感染群の うち カテーテル留置群(第1群)が7例,

前立腺術後感染症(第2群)が5例,そ の他の上部尿路

感染症(第3群)が5例,そ の他 の下部 尿路感 染症(第

4群)が20例 であ り,下 部尿路 感染症が過 半数を占め

た。また混合感染群 では カテ ーテル留置群(第5群)は

2例,非 留置群(第6群)6例 であ った。

膿 尿,細 菌尿 に対す る効果を まとめた ものがTable3

であ る。膿 尿についてみる と,正 常化 し た も の が8例

(17.8%),改 善 した ものが3例(6.7%),不 変 であ った も

のが34例(75.6%)で,細 菌 尿につ いてみ る と,陰 性

化 した ものが14例(31.1%),減 少1例(2.2%),菌 交

代を起 こした ものが6例(13.3%),不 変であったものが

24例(53.3%)で あ り,膿 尿に対す る効果は細菌 尿に対

す る効果に比較 して低値であ った。膿尿,細 菌尿の推移

に基 づいた総合効果判定 では著効4例,有 効13例,無

効28例 で,総 合有効率 は37.8%で あ った。

疾 患群別 にみた総合効果を示す と,Table4と な る。

有 効率は単 独感染群 では40.5%,混 合感染群では25%

Table 1 Clinical evaluation of AB-206 on acute simple cystitis
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Table 3 Overall clinical efficacy of AB-206 on chronic UTI

Table 4 Overall clinical efficacy of AB-206 classified by type of infection

であ り,カ テーテル留置群(第1群 お よび第5群),下

部 尿路感染群の有効率は30%以 下 と低値であった。

3)細 菌学的効果

急性単純性膀胱炎について細菌学的効果を菌種別 に検

討 したのがTable 5で あ る。分離 された総株数は60株

であ り,E.coliが50株 と大部分 を占め,グ ラム陽性菌

は5株 ときわめて少なか った。60株 の うち49株 が消失

し,消 失率 は81.6%で あ った。E.coliの 消失率は84%

であ り,他 のグラム陰性菌 は す彗て 消失 した。Staph.

epidermidisは3株 とも存続 した。投与後出現株 は5株

で,E.coli 1株,Ps.aeruginosa 2株,Str.faecalis

1株,Str.viridans 1株 であった。

慢性複雑性尿路感染症について細菌学的効果 を菌 種別

に検討 した のがTable 6で あ る。 分離 された総株数 は

62株 で,そ の うち グラム陰 性桿菌 は50株 と大部分 を占

めたが,急 性単純性膀胱炎の場合 と異な り,E.coliの

占める割合は少 なか った。 また グラム陽性菌では,Str.

faecalisが12株 中8株 と半数以上であった。全体 での
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Table 5 Bacteriological response of AB-206 on acute simple cystitis

* Pr . vulgaris•c1, Pr. rettgeri•c1

** Included suppressed strains

Table 6 Bacteriological response of AB-206 on chronic UTI

* Pr . vulgaris•c1, Pr. rettgeri•c1, Pr. morganii•c1

** Included suppressed strains

消失率 は62株 中35株,56.5%で あ った。菌種別に消

失状況 をみ る とグラム陰性菌 では50株 中32株 が消失

し,消 失率 は64%で あ り,グ ラム陽性菌ではStaphylo-

coccusは 全株 消失 したが,Streptococcusは 全株存続 し

た。投与後 出現株 は10株 で,Ps.aeruginosa,Str.fae-

calisが4株 ずつで主な ものであった。

急性症あるいは慢 性症を問わず,細 菌学的効果 をAB-

206の 最小発育阻止 濃度(MIC)と の関係 で 検 討 し た

(Table7)。

投与前に分離 された122株 の うち116株 につ いてMIC

(接種菌量106/ml)を 測定した。116株 中89株(76.7

%)はMICが3.13μg/ml以 下 であ り,そ の うち73株

が 消失 し,消 失率は82%で あった。 グラム陰性菌では

す べての株 でMICが50μg/ml以 下 であったが,グ ラ

ム陽性菌 は100μg/ml以 上 まで広い 範囲にわ たって分

布 した。MICが6.25μg/ml以 上に なると,消 失率が

低 くな り,25μg/ml以 上 では11株 中1株 消失 したに

すぎず,9.1%の 消失率であ り,消 失率 は著 明に低下 し

た。

4)副 作用
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Table 7 Bacteriological response classified by susceptibility of AB-206

("Eradicated"/No.of strains)

総投与症例108例 について検討 したが,自 覚的副作用

としては,2例 に悪心,嘔 吐を認め,2日 目に薬剤投与

を中止 し,2例 に胃部不快感,2例 に胃腸障害,3例 に

食思不振を認めたが,こ れ ら7例 は薬剤投与 を中止す る

ほ どではなかった。

また血液検査可能であ ったのは14例 で,投 与後血 液

一般,血 液生化学検査で異常を認 めた症例はなか った。

III.考 案

新経 口化学療法剤AB-206を 急性単純性膀胱炎お よび

慢性複雑性 尿路感染症に使用 した結果,前 者 では有効率

が83.1%で あ り,後 者では37.8%で あった。前者 と後

者 との間で有効率に大 きな隔 りを示 したが,こ の ような

傾 向は どの薬剤で も一般に認 め られ ることであ る。第24

回 日本化学療法学会東 日本支部総会新薬 シンポ ジウムで

の石神 の全国集計2)に よる と,急 性単純性膀胱炎では有

効率 は88.1%で あ り,著 者 らの成績 とほぼ同様であっ

たが,慢 性複雑性尿路感染症 では有効率は45.0%で あ

り,著 者 らの成績は若 干劣 っていた。

膿尿 の改善率をみる と,石 神 の全国集計2)で は慢性症

においては47.7%で あ るが,著 者 らの成績では24.4%

とな り,か な りの差が み られた。 これは著者 らの症例 の

方が混合感染群 の比率が高い ことや投与方法 な どに差が

あったため と推察 され る。著者 らの慢性症例では投与 日

数5～7日 間が多か ったが,膿 尿の改善 率をもっ と向上

させ るには7～14日 間 ぐらい 投与した方が よい と思わ

れ る。

AB-206の 細菌学的効果をみ ると,急 性単純性膀胱炎

症例では消失率が81.6%で あ り,慢 性複雑性感染症症

例では56.5%で,総 合 臨床効果 の差異 に比較 して,両

者間には大 きな差 はなか った。

分離菌 に対す るAB-206のMICで は,116株 中89株

(76.7%)は3.13μg/ml以 下 であ り,と くに グラム陰

性桿菌 ではすべ て50μg/ml以 下で,AB-206はin vitro

です ぐれ た抗菌 力を示 した。 しか し,臨 床的には,と く

に複雑性尿路感染症 に対す る効果においては,in vitro

の抗菌 力が必ず しも反映 されなか った。これは,AB-206

の尿中排泄率が投与量 の数%で あ ることも一因 と考え ら

れ るので,本 剤 による複雑性尿路感染症の治療には,さ

らに高濃度 の尿中排泄量を得 る工夫が必要 と思われ る。

MICが6.25μg/ml以 上 になる と,菌 の消失率が 著明

に低下す ることは この ことを反映 しているのであろ う。

副作用に関 しては,発 疹,シ ョックな どのア レルギー

症状 も認めた ものはな く,消 化器症状が9例 にみ られ た

だけ で,発 現頻度は8.3%で あ った。三 田の全 国集計3)

で も消化器症状が大部分であ り,全 体 の副作用発現頻度

は8.6%で 著者 らの成 績は これ とほぼ一致 した。

以上の成績か ら考え,AB-206は 尿路感染症 の治療 に,

一応試み るべ き薬 剤 と思われ た。

IV.結 論

尿路感 染症に対 し,新 経 口化学療法剤AB-206を 投与

し臨床成績 を検討 した。

1)急 性単純 性膀胱炎59例 に使用 した結果,著 効39

例,有 効10例,無 効10例 で有効率は83.1%で あ った。

2)慢 性複雑性尿路感染症45例(膀 胱炎36例,腎 孟
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腎炎9例)で は著効4例,有 効13例,無 効28例 で,有

効率は37.8%で あ った。

3)分 離菌の76.7%は,AB-206のMICが3.13μg/

ml以 下であ り,グ ラム陰性桿菌 ではすべて50μg/ml

以下であ った。

4)副 作用 としては108例 中9例(8.3%)に 消化器

症状を認めた。
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AB-206, a new antimicrobial agent, was evaluated clinically on urinary tract infections.

The results obtained were as follows.

1) In 59 cases of acute simple cystitis, the therapeutic results were excellent in 39 cases
, good in

10, and poor in 10. The effectiveness rate was 83.1%.

2) In 45 cases of chronic complicated urinary tract infections, consisting of 36 cases of cystitis and

9 cases of pyelonephritis, the therapeutic results were excellent in 4 cases, good in 13, and poor in

28. The effectiveness rate was 37.8%.

3) The MICs of AB-206 against 89 out of 116 isolated organisms were 53.13ƒÊg/ml, and those

against all gram negative rods were <50mg/ml.

4) As for the side effects, gastrointestinal disorders were noted in 9 cases.


